
道路法令の改正により、橋やトンネルの点検が、5年に1回近距離からの目視による検査に変わりました。
これを受けて、橋やトンネルを管理する自治体の技術支援の一環として、7月25日(金)に国道171号池田高
架橋で橋梁点検保全現地研修会を実施しました。研修には、北摂を中心とする市町や大阪府、大阪国道
事務所から、技術職員計39名が参加し、施工業者から点検や補修作業の説明を受けました。 

研 修 の 様 子 

みんなの橋は私たちが守ってみせる！橋梁点検保全研修会を実施し
ました。 管 理 第 二 課 

大 阪 国 道 事 務 所 
きょうりょう 

大阪国道事務所副所長の説明を聞く受講生 

近接目視による点検実習 

修了証書の授与 

頑丈に見える橋も近くで見るとこんな亀裂が… 

新しい補修材の練り体験 赤外線カメラを用いた構造物点検 

ハンマーで叩いて異常がないか調べてます 

点検実習とMT(※)調査実演 
MT (磁粉探傷試験)：構造物の表面に磁
粉を付着させてできる模様から、表面の
亀裂や内部の欠陥を探し出す試験。 


